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【参考 1】(2)関数の微分 
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となる考え方を利用した 

 

【参考 2】(2)正負の判断 
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  logxの関数としてとらえると，関数の正負の判断は 2 3 1y x x= − + のグラフを考えると

変わらない．よって，0 log , log logx a x b< < > では値が 0 よりも大きくなっている。また，

log log loga x b< < では値が 0 よりも小さくなっている。このグラフから、正負を判断する

と、イメージがつきやすい。 

 


